


































































令和３年８月９日からの大雨に係る災害対策本部 
本部長指示事項 

 

令和３年８月１６日 

青森県災害対策本部 

 

大雨に係る当面の対応について 

 
８月９日からの大雨に伴う災害への対応については、発災から１

週間が経過し、被災された皆様方はもちろんのこと、災害対応や応

急復旧に昼夜を問わず従事されている皆様方の疲労も相当蓄積され

ているものと存じます。 
 
インフラ等の応急復旧については、国道２７９号の交通不能区間

について１車線分の土砂の撤去が完了し、緊急車両の通行が可能と

なり、また、小赤川橋の仮橋も本日設置が完了し、明日１６時ごろ

から通行が可能となるなど、道路・橋りょうの応急復旧として１つ

の節目を迎えています。 
 
被災市町村においては、被害の全容や各種課題が明らかになりつ

つあり、引き続き、派遣した情報連絡員等との連携を密にしながら、

被災市町村が抱える課題、ニーズ等の把握に努め、各種取組を進め

ていく必要があります。 
特に、道路・橋りょうをはじめとする各種インフラの早期復旧に

向けて全力で取り組むとともに、大量の流木の処理や被災者の生活

再建、各種産業に対する支援策について、早期に検討を進めてくだ

さい。 
 

資料５ 



また、下北地域の災害対応を支援するため、県災害対策本部の下

北地方支部の事務局に現地統括調整部を置き、各部及び各県民局か

ら必要な人員を配置するとともに各種調整を実施するなど、速やか

に機能強化を図ることとしました。このことについては全庁体制で

取り組んでいく必要があることから、各部及び各県民局にあっては、

人員の派遣を含め、全面的に協力するよう指示します。 
 
各部及び各県民局にあっては、この難局を乗り切るため、昨日お

示しした応急復旧期における目標及び対応方針に基づき、市町村や

関係機関等と連携しながら、一丸となって対応に当たるよう指示し

ます。 
 
被災された皆様方、孤立地域や避難所等での生活を余儀なくされ

ている皆様方におかれましては、不安や不便な思いを抱え日々お過

ごしのことと思います。 
日常の生活に戻るには、なお時間を要するものと思われますが、

段階的ではあるものの、ライフラインやインフラの応急復旧が着実

に進んでおります。 
県としては、引き続き、市町村や関係機関等の力を結集しながら

応急復旧等に全力を挙げて取り組んでまいりますので、御理解と御

協力をよろしくお願いします。 




